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1．はじめに［3】   

現在は、多様化の時代だと言われている。   
しかし、売る側、造る側では“需要の多様化”は  

多品種少量化に結びつき、需要予測の困難、生産拠  
点の分散による輸送の複雑化など、いろいろな問題  
を引き起こすであろう。そしてこれらはすべて“在  
庫”の増加につながり、在庫管理を難しいものにし  
ている。   

在庫管理のむずかしさの一つは、関連する部門が  
非常に多岐にわたっていることである。企業内のは  
とんどの部門がなんらかの形で在庫問題に関与し  

ている。   

本研究では、その中でも予測値に注目し、在庫管  
理方法を検討し、総利益を最大にする発注量を決定  
し最適な在庫管理方法を考察する。  
2．扱うデータ   

曜日効果のある－ケ月の需要を使用する。  
3．確率分布を考慮した発注方式【2】   

需要を確率分布で表す。その予測された需要をも  
とに、最適な発注量を求める方式を考える。   

定式化  
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需要の確率分布を表わす方法として、カルマンフ  
ィルタという短期予測手法がある。カルマンフィル  

タでは誤差分散として正規分布を扱い、トレンド、  

季節成分を扱う。  
5．シミュレーション［4】   

需要の実現値としては、需要が正の催しかとらな  
いことを考慮して、カルマンフィルタから得られる  

需要の予測値の平均と分散から、対数正規乱数を用  
いて、60期間の需要のシミュレーション値を発生  

させる。  

6．シミュレーション値を使用した利益   
60期間のシミュレーション値を用いて、その期  

間の利益の計算を行なう  

定式化  
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販売価格5＝100，購入価格炉20，需要が在庫を超え  

た場合のペナルティー炉100）   

最適発注量∬を式（1）で求める事により60期間を  

計算する。  

晩¢方式〔り〔2］  

（凡伊方式とは、ある周期（必を決めて、その周  

期がくるたびに、同じ量（功を発注する方法である。  

（凡朗方式【り  

（凡㊥方式とはある周期（めを決めて、その周期  

がくるたびに、最大在庫量（力まで発注する方法で  

ある。   

これらの3方式で60期間のシミュレーション値  

を用いて利益を計算すると表1のようになる。  

表1．利益の比較  

在庫管理を考慮せず   

利益順位   方式   利益   

1位  確率分布を考慮した発注方式  3669   

2位   ∬システム   3596   

3位   斤留システム   3651   

7．三方式の変数を変化  
販売価格、購入価格、需要を超えた場合のペナルテ  

ィーのうち2つを固定し、残りもう一つの変数を変  

化させることによって、利益がどのように変化する  

か検証する。   

販売価格が増加した場合、利益が増加することが  

わかる。また購入価格が増加した場合、利益が減少  

することがわかる。需要が在庫量よりも超えた場合  

のペナルティーが増加した場合、利益の変化はない。  

図1．確率分布を考慮した発注方式の利益変化  
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これは需要が在庫を超えた場合のペナルティー  

よりも、販売価格と購入価格が支配的なためペナル  
ティーが影響しないからである。  

8．在庫管理費を考慮   
繰越在庫について、在庫管理費を考慮して利益  

を求める。3方式に加え、一番始めに60期間の発  

注量のすべてを発注する方法である一括発注方式、  

2期間まとめて発注する方式を加える。   
確率分布を用いた発注方式の最適発注量ズは以  

下の式で求められる。  

定式化  
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最適発注量∬を式（3）で求める事により60期間の  

利益を計算する。  

定式化  
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御方式、凡S方式、2期間瑚方式、2期間点∫方式、  
一括発注方式を加えた、これら6方式で60期間シ  

ミュレーション値を用いて利益を計算する。  

表2 在庫管理費（1％）を考慮した場合の利益  

表4 在庫管理費（47～99％）を考慮した場合の利益  

在庫管理費（47～99％）を考慮   

利益順位   方式   

1位   確率分布を考慮した発注方式   

2位   ∬方式   

3位   2期間凡ゞ方式   

4位   2期間即方式   

5位   朗方式   

6位   一括発注方式   

9．考察   

在庫管理費を含まない場合は、確率分布を考慮し  

た発注方法が最も利益があり、月∫方式、瑚方式と  

順位付けされ、優れていることを示した。   

在庫管理費を含む場合、月∫方式での2期間まと  

めて発注する方式とほとんど利益の差がない場合  

もあるが、予測外れも考慮するとどの場合も、確率  

分布を考慮した発注方法が最も利益があり、優れて  

いることを示した。本論文で提案する在庫管理方式  

は需要の予測外れに強く、月¢方式、点ぶ方式に関し  

て導出された利益が、検討期間の需要を知った上で  

の取りうる最大利益値であることを考慮すると、需  

要をあらかじめ知りえない現実の問題では本提案  

方式の有利さが増すと考えられる。   

10．まとめ   

本稿は予測値に基づいた在庫管理法に主点を置  

いたが、在庫問題は関連する部門が非常に多岐にわ  

たっている。よってこれらの場合を今後の研究のテ  

ーマとして、より現実のものとしていきたい。   

11．今後の課題   

生産拠点の分散における輸送の複雑さを考慮す  

る。  

在庫管理費（1％）を考慮   

利益順位   方式  

1位   2期間∬ノ方式■   3670   

2位′  率分布を考慮した発注ま庁  3669   

3位   一括発注方式   3658   

4位   ∬方式   3650   

5位   2期間ノ相成   3608   

6位   ノ碍ノ友好   3595   
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表3 在庫管理費（3～46％）を考慮した場合の利益  

在庫管理費（3～46％）を考慮   

利益順位   方式   

1位   確率分布を考慮した発注方式   

2位   2期間∬ノ方式－   

3位   ∬方式   

4位   一括発注方式   

5位   2期間点りノ友好   

6位   ノiり方式  
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